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一 

 



 

三 

準
要
護
家
庭
児
童
に
対
す
る
給
食
費
補
助
の
拡
充
強
化
を
予
算
化
す
る
こ
と
及
び
給
食
資
材
の
免
減
税
を
実
施
す
る
こ 

と
に
つ
い
て
の
所
見
を
う
か
が
い
た
い
。 

一 

学
校
給
食
は
「
新
教
育
の
骨
格
」
で
あ
り
、「
民
主
社
会
育
成
の
た
め
の
教
育
の
根
幹
」
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
七
年
度
に

お
い
て
ミ
ル
ク
を
父
兄
の
全
額
負
担
に
切
り
替
え
た
た
め
に
、
全
国
到
る
と
こ
ろ
で
学
校
給
食
の
危
機
に
直
面
し
た
。
ま 

 

こ
と
に
憂
慮
に
堪
え
な
い
。
こ
れ
を
打
開
す
る
方
途
は
国
庫
の
負
担
の
増
額
を
予
算
化
す
る
に
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
度 

 

予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
小
麦
粉
、
ミ
ル
ク
六
百
万
人
分
の
全
額
国
庫
負
担
を
予
算
化
す
べ
き
で
あ
る
が
如
何
。 

二 

将
来
、
恒
久
的
な
国
家
的
施
策
と
す
る
た
め
、
義
務
教
育
児
童
生
徒
に
対
す
る
完
全
給
食
全
額
国
庫
負
担
を
基
礎
と
す 

 

る
「
学
校
給
食
法
」
（
仮
称
）
の
単
独
立
法
化
を
早
急
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 

学
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給
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質
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